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４
2020

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
！

主
要
事
業
・
予
算
を
報
告
し
ま
す



　
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
20
億
６
千
万
円
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
浜
岡
中
学
校
や

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と

い
っ
た
予
算
規
模
の
大
き
な
事
業
が

重
な
っ
た
こ
と
が
主
要
因
で
す
。

歳
入
は
、
市
税
に
若
干
の
増

収
が
期
待
で
き
る
も

の
の
、国
か
ら
の
普
通
交
付
税
の
減

収
な
ど
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。そ
の
た
め
、大
型
事
業
に
対
し
て

は
、市
債
（
国
な
ど
か
ら
の
借
り
入

れ
）の
発
行
や
基
金
（
貯
金
）の
取
り

崩
し
に
よ
っ
て
財
源
を
措
置
し
事
業

を
展
開
し
ま
す
。基
金
の
取
り
崩
し

は
、下
記
グ
ラ
フ
の
繰
入
金
に
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。

予算
１
８
９
億
７
千
万
円
で

ま
ち
づ
く
り

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
市
は
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

に
伴
い
必
要
な
お
金
を
「
一
般
会
計
」
か
ら
支
出
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
に
お
金
を
使
う
の
か
、

当
初
予
算
を
解
説
し
ま
す
。

解

用
語

説

【
歳
入
】

▼
自
主
財
源
…
市
税
、
分
担
金
お
よ
び

負
担
金
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
自

主
的
に
収
入
す
る
財
源

▼
依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
地
方
譲
与
税
、

市
債
な
ど
自
主
財
源
以
外
の
財
源

▼
市
税
…
納
め
ら
れ
る
税
金

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
特
定
事
業
の
受

益
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
お
金

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
施
設
使
用
料
な
ど

▼
繰
入
金
…
各
種
基
金
の
取
り
崩
し
や

他
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金

▼
地
方
譲
与
税
…
市
道
の
面
積
な
ど
に

　
応
じ
て
国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
お
金

▼
地
方
交
付
税
…
地
方
公
共
団
体
が
一

定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
国
が
地
方
公
共
団
体
の

一
般
財
源
と
し
て
配
分
す
る
お
金

▼
国
庫
・
県
支
出
金
…
特
定
の
目
的
の

た
め
に
、
国
や
県
か
ら
支
給
さ
れ
る

お
金

▼
市
債
…
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
金

【
歳
出
】

▼
人
件
費
…
報
酬
や
給
与
な
ど

▼
扶
助
費
…
高
齢
者
、
児
童
や
心
身
障

害
者
な
ど
に
対
す
る
援
助
金

▼
公
債
費
…
借
入
金
の
返
済
金

▼
物
件
費
…
事
業
や
管
理
の
委
託
料
、

備
品
購
入
な
ど
の
経
費

▼
維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共
施
設
の

修
繕
に
必
要
な
経
費

▼
補
助
費
等
…
団
体
な
ど
に
対
し
て
行

政
上
の
目
的
で
支
払
う
経
費
。
補
助

金
、
負
担
金
、
交
付
金
な
ど

▼
出
資
金
・
貸
与
金
…
関
係
す
る
各
種

団
体
へ
の
出
資
、
奨
学
生
な
ど
へ
の

貸
し
付
け

▼
積
立
金
…
財
源
変
動
に
備
え
て
積
み

立
て
る
経
費

▼
繰
出
金
…
一
般
、
特
別
会
計
、
基
金

と
の
間
で
相
互
に
資
金
運
用
す
る
た

め
の
経
費

▼
普
通
建
設
費
…
道
路
や
公
共
施
設

の
新
増
設
に
必
要
と
す
る
経
費
な
ど

▼
予
備
費
…
予
期
し
な
か
っ
た
支
出
に

対
応
す
る
た
め
の
資
金

▼
議
会
費
…
議
会
の
運
営
費

▼
総
務
費
…
市
政
全
体
の
管
理
費

▼
民
生
費
…
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童

福
祉
や
保
育
所
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
衛
生
費
…
各
種
検
診
や
予
防
接
種
、

ゴ
ミ
処
理
費
な
ど

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
水
産
業
の
振
興

や
農
道
な
ど
の
整
備
費

▼
商
工
費
…
商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業

▼
土
木
費
…
道
路
や
公
園
の
整
備
、
維

持
管
理
費

▼
消
防
費
…
消
防
・
水
防
・
災
害
対
策
費

▼
教
育
費
…
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の
教

育
費
な
ど　
　

一
般
会
計
当
初
予
算
前
年
度
比

20
億
６
千
万
円
の
増

歳
出
の
中
で
一
番
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
る
の

が
、
普
通
建
設
事
業
費
で
す
。
全
体

の
30
・
5
㌫
を
占
め
て
い
る
こ
と
が

性
質
別
グ
ラ
フ
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
令
和
３
年
３
月
に
供

用
開
始
予
定
の
浜
岡
中
学
校
の
建
設

や
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

市
民
プ
ー
ル
「
ぷ
る
る
」
の
基
幹
設

備
の
更
新
な
ど
で
す
。

　
続
い
て
補
助
費
等
が
占
め
る
割
合

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
費

等
に
は
、
一
般
会
計
か
ら
公
営
企
業

（
病
院
事
業
や
上
下
水
道
事
業
）
へ

の
支
出
が
入
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
多
額
の
費

用
を
一
般
会
計
か
ら
支
出
し
て
い
る

た
め
、
毎
年
度
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

How to use of　budget 2020
予算の内訳

予備費 3,000 万円（0.2％）

教育費 62 億 9,870 万円（33.2％）

消防費 ９億 3,560 万円（4.9％）

議会費 1 億 3,685 万円（0.7％）

総務費 21 億 4,299 万円（11.3％）

民生費33億5,281万円（17.7％）

衛生費 28 億 4,809 万円（15.0％）

労働費 781 万円（0.0％）
農林水産業費 6 億 5,224 万円（3.4％）

商工費 4 億 8,168 万円（2.5％）

土木費 18 億 2,234 万円（9.6％）

災害復旧費 2 万円（0.0％）

特別会計別当初予算総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　※単位は万円
会計区分 本年度予算額 前年度予算額 増減率

特
別
会
計

国民健康保険 407,900 412,000 △ 1.0％
後期高齢者医療保険 34,600 32,920 5.1％
介護保険 273,724 270,335 1.3％
工業団地建設事業 2,166 2,706 △ 20.0％
財産区計 8,500 10,845 △ 21.6％

企業会計
病院事業 658,104 586,667 12.2％
水道事業 123,909 139,697 △ 11.3％
下水道事業 179,958 184,442 △ 2.4％

総額 1,688,861 1,639,612 3.0％

歳出 目的別歳出グラフ

自主財源　103 億 5,257 万円
依存財源　086 億 1,744 万円

歳出 性質別歳出グラフ

189 億
7,000 万円

歳入
市税
76 億 2,268 万円

（40.2％）

分担金・負担金
8,394 万円

（0.4％）

市債
31 億 640 万円

（16.4％）県支出金
9 億 3,168 万円

（4.9％）

国庫支出金
32 億 2,145 万円

（17.0％）

地方交付税
1 億 5,600 万円

（0.8％）

譲与・交付金
12 億 190 万円

（6.3％）
その他
7 億 3,181 万円

（3.9％）

繰入金
17 億 6,160 万円

（9.3％）
使用料・手数料
１億 5,254 万円

（0.8％）

189 億
7,000 万円

歳出

人件費
32 億 5,043 万円

（17.1％）

扶助費
21 億 1,150 万円

（11.1％）

公債費
2 億 6,088 万円

（1.4％）

物件費
30 億 415 万円

（15.8％）

維持補修費
9,481 万円

（0.5％）

補助費等
36 億 5,975 万円

（19.3％）

繰出金
６億 5,985 万円

（3.5％）

普通建設費
57 億 8,824 万円

（30.5％）

積立金
1,918 万円

（0.1％）

出資金・貸付金
9,119 万円

（0.5％）

予備費
3,000 万円

（0.2％）

災害復旧費
２万円

（0.0％）

公債費 ２億 6,088 万円（1.4％）
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Business
令和２年度 主要事業
本年度、市が実施する主要事業を５つの重点施策の分野に分類し紹介します。

　市民の利便性を高める情報化への環境整備を実施します。

◆新たな決済サービスの導入
　各種証明書発行手数料などの支払いに、電子決済サービスの導入を計画
しています。

◆マイナンバーカードの取得促進
　マイナンバーカードの取得率50㌫を目標に、申請サポートサービスを
開始して取得促進を図ります。さらに個人認証基盤を利用した電子申請も
進めます。

人が集まるにぎわい空間の創出� 7,867 万円
　御前崎港周辺を活用したまちづくりやスポーツを軸としたまちづくりを推進し、交流人口の拡大やさらな
るにぎわいの創出を図ります。

◆スポーツを軸としたまちづくり

・�幼児を対象としたランニングバイクの大会を開催します。（新規）214万円

・�サッカーや野球を中心とした合宿や大会誘致に引き続き力を注ぎ、市内のスポーツ施設を活用して市民と
の交流を図ります。1,950万円

・�サイクルツーリズムの推進や観光客の周遊促進を図るため、なぶら館などに
　スポーツ用電動アシスト自転車を配備し、レンタル事業を開始します。（新規）231万円

・�日本の朝日、夕陽100選に選定された灯台周辺を整備することで、御前埼灯台から恋人の聖地への人の流
入を強化し、観光地としてさらなる魅力を発信します。3,250万円

・�御前崎港客船誘致協議会を通じ、令和３年の開港50周年に向け、大型外国客船の初寄港を成功させるため
の準備をします。600万円

・11月に「第３回灯台ワールドサミットin御前崎」を開催します。（新規）1,022万円

・�ゴールデンウィーク期間中に、海鮮なぶら市場が実施するなぶら祭りと連携し、海技教育機構の航海練習
船「大成丸」初寄港歓迎イベントを開催します。秋にはマリンパークマラソンと同時開催できるグルメや
アウトドア関連イベントを開催します。（新規）100万円

・�港周辺を魅力ある空間にし、アジア圏からのインバウンド需要や首都圏からの交流人口を増やすための具
体的計画を策定します。500万円

◆御前崎港周辺を活用したまちづくり

主な事業を紹介します

御前崎市の将来を支える�たくましく健全な人づくり� 38億 8,071 万円

　安全で快適な教育環境を提供するとともに、学力検証も拡充します。

　令和元年度から始まった小学２年生から５年生までの
児童を対象とした市独自の学力調査を中学２年生まで拡充します。

◆学力検証の拡充　（拡充）143万円

・�令和３年３月の供用開始に向けて浜岡中学校を整備しています。
　最新のICT機器を活用し、生徒一人一人の個性や能力を発揮できる教育環境を実現します。25億558万円

◆安全で快適な教育環境の提供

・�令和３年中のオープンに向けて新学校給食センターを整備し、
　市の将来を担う子どもたちがたくましく育つよう、安全で魅力ある
　学校給食を提供するほか、地産地消も推進します。13億7,370万円

食と健康のまちづくりの推進� ２億 2,037 万円
　食のまちづくりを通じて魅力あふれるまちづくりを推進し、健康で豊かな市民生活を実現します。

・�市民プール「ぷるる」の基幹設備を更新し、健康な体づくりに寄与
　できるよう快適な施設環境を提供します。2億1,000万円

◆健康で豊かな市民生活の実現

　特産品認定ブランドの対象品目の拡充や御前崎ブランド認知度向上
のため、県外でプロモーション活動をします。

◆魅力あるまちづくりの推進　349万円

・�栄養セミナーや健康マイレージ事業を通じて市民の健康づくりを
　後押しします。688万円

子育て支援と福祉・介護施策の充実� １億 8,100 万円

　子どもを安心して産み育てることができる環境や住み慣れた地域で自立した生活ができる環境づくりを強
化します。

　御前崎地区の高齢者総合相談窓口となる
地域包括支援センターを本格稼働させ、
高齢者のサポートを充実させます。

◆介護施策の充実　（拡充）4,100万円

　乳幼児を対象に支給している「子育て応援手当」に代えて、
年少児から中学生までの児童生徒の給食費を完全無償化し、
子どもを安心して産み育てることができるように
支援を拡大します。

◆子育て支援策の強化　（新規）１億4,000万円

スマート自治体への取り組み� 645万円
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職員人事配置beginning budget

2020

総
務
部

部
長

増
田
正
行

政
策
監

石
垣
伸
博

総
務
課

課
長

大
澤
和
也

課
長
補
佐

松
下
伊
佐
央

係
長

髙
井
進
吾

係
長

山
﨑　
良

係
長

曽
根
美
里

企
画
政
策
課

課
長

清
水
正
明

課
長
補
佐

松
井
厚
樹

係
長

佐
藤
淳
哉

協
働
推
進
室

室
長

大
須
賀 

亘

係
長

長
島
久
人

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

課
長

齊
藤　
誠

課
長
補
佐
兼
係
長

岡
村　
亮

係
長

鴨
川　
智

財
政
課

課
長

渥
美
秀
和

課
長
補
佐
兼
係
長

水
島
俊
文

係
長

高
木
義
丈

係
長

戸
塚
真
二

係
長

大
瀧
秀
一

税
務
課

課
長

髙
塚
高
寿

課
長
補
佐

山
本
明
人

係
長

増
田
泰
司

係
長

栗
山
俊
和

収
納
推
進
室

室
長

水
野
正
章

係
長

中
嶋
千
晴

危
機
管
理
部

危
機
管
理
監

早
田
和
弘

危
機
管
理
課

課
長

澤
入
厚
志

課
長
補
佐

奥
柿
敏
之

係
長

小
野
絢
也

係
長

水
野
功
太
郎

係
長
（
再
任
用
）
齊
藤
光
芳

市
民
生
活
部

部
長

鈴
木
雅
美

市
民
課

課
長

鈴
木
優
子

課
長
補
佐

杉
山
め
ぐ
み

係
長

板
倉
真
由
美

係
長

長
尾　
英

係
長

鈴
木
紀
子

係
長
（
再
任
用
）
中
村
年
美

調
整
官（
再
任
用
）
澤
部
三
千
代

御
前
崎
支
所

支
所
長

半
田
友
美

環
境
課

課
長

山
口
敏
徳

課
長
補
佐

阿
形
元
輝

係
長

松
本
亜
泉

係
長

高
塚
俊
人

上
下
水
道
課

課
長

山
崎
雅
樹

課
長
補
佐

松
下
祐
司

係
長

増
田
干
城

係
長

栗
林
正
和

係
長

石
川
由
樹

健
康
福
祉
部

部
長

大
倉
勝
美

福
祉
課

課
長

丸
尾
茂
広

課
長
補
佐
兼
係
長

市
川
幸
治

係
長

植
田
雅
人

係
長

山
下
昌
秀

係
長（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
）

松
下
輝
彦

こ
ど
も
未
来
課

課
長

水
野
弘
之

課
長
補
佐

鈴
木
則
子

係
長

長
尾
裕
年

係
長

池
田
宏
子

係
長

増
田
千
晴

係
長

山
本
真
由
子

高
齢
者
支
援
課

課
長

齊
藤
芳
樹

課
長
補
佐
兼
係
長

沖　
和
彦

係
長

山
本
裕
美
子

係
長

栗
林
義
樹

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
長

堀
田
篤
子

健
康
づ
く
り
課

課
長

小
田
隆
弘

課
長
補
佐
兼
係
長

鈴
木
志
麻
子

係
長

上
田
絵
美

係
長
（
再
任
用
）
長
尾
智
生

建
設
経
済
部

部
長

山
本
正
典

専
門
監

外
山
裕
司

建
設
課

課
長

本
杉　
英

課
長
補
佐

松
下　
誠

係
長

松
下
育
子

係
長

中
嶋
一
裕

都
市
政
策
課

課
長

阿
形
正
巳

課
長
補
佐
兼
係
長

石
川
勝
俊

係
長

丸
尾
貴
信

管
理
課

課
長

榑
林
浩
史

課
長
補
佐
兼
係
長

矢
坂
洋
昌

係
長
（
再
任
用
）
丸
尾　
文

農
林
水
産
課

課
長

沖　
寿
弘

課
長
補
佐

鈴
木
和
明

係
長

中
田　
匠

係
長

栗
山
伸
也

係
長

小
田　
諒

商
工
観
光
課

課
長

榑
林
昭
彦

課
長
補
佐

河
原
﨑 

充

係
長

内
藤
真
吾

係
長

片
渕
孝
通

企
業
港
湾
室

室
長

齋
藤
順
也

係
長

原
口
大
吾

部
に
所
属
し
な
い
部
署

会
計
課

会
計
管
理
者

松
下
美
明

検
査
監

沖　
和
久

係
長

草
野　
孝

議
会
事
務
局

事
務
局
長

鈴
木
弘
康

課
長
補
佐

池
田　
覚

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長

岡
村
恒
久

課
長
補
佐

笠
原
洋
子

係
長

澤
入
朋
美

社
会
教
育
課

課
長

小
野
田
明
人

課
長
補
佐

小
川　
剛

係
長

増
田
真
理
子

係
長

村
本　
薫

係
長

村
松
祥
吾

学
校
給
食
共
同
調
理
場

所
長

植
田
佳
浩

市
立
図
書
館

館
長

西
郷
成
美

係
長

服
部
祐
三
子

市
立
御
前
崎
総
合
病
院

部
長

村
松
光
浩

病
院
事
務
部
専
門
監

増
山
道
典

管
理
課

課
長

原
崎
浩
之

課
長
補
佐

匂
坂
克
善

課
長
補
佐
兼
係
長

月
永
真
樹

係
長

堀
江
淳
一

係
長

桑
原
和
馬

係
長

高
木
美
幸

医
事
企
画
課

課
長

阿
形　
明

課
長
補
佐

松
島
利
充

係
長

小
栗
裕
美
子

係
長

森
山
尚
美

地
域
連
携
室

室
長
兼
係
長

水
野
綾
子

健
診
セ
ン
タ
ー
科

係
長

宮
川
由
美
子

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
科

係
長

奥
柿
勇
人

介
護
事
業
課

課
長

五
島
正
広

係
長
（
再
任
用
）
水
野
直
寿

消
防
署

消
防
署
長

森
山　
剛

警
防
第
一
部

主
幹
兼
係
長

川
原
﨑
幸
司

係
長

吉
村
真
樹

警
防
第
二
部

主
幹
兼
係
長

伊
藤
浩
史

係
長

増
田
哲
也

警
防
第
三
部

主
幹
兼
係
長

小
野
田
博
行

係
長

山
本
和
彦

白
羽
出
張
所

消
防
副
署
長
兼
出
張
所
長

伊
藤
隆
広

係
長

深
間
祐
樹

係
長

櫻
井
康
宏

係
長

藤
原
達
規

係
長

池
田
那
穂
子

係
長

堀
内
花
代

消
防
本
部

消
防
長

松
下
貴
幸

消
防
総
務
課

課
長

長
尾
季
之

課
長
補
佐

酒
井
憲
吾

主
幹
兼
係
長

鈴
木
千
明

係
長

揚
張
裕
允

予
防
課

消
防
次
長
兼
課
長

山
﨑　
健

課
長
補
佐
兼
係
長

下
村
拓
馬

主
幹
兼
係
長

松
下
周
二

幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

池
新
田
幼
稚
園

園
長

植
田
明
美

副
園
長

河
原
﨑
奈
津
美

高
松
幼
稚
園

園
長

栗
山
久
子

白
羽
幼
稚
園

園
長

森
田
智
美

白
羽
保
育
園

園
長

山
下
美
幸

副
園
長

徳
本
美
里

さ
く
ら
こ
ど
も
園

園
長

河
原
﨑
睦
美

副
園
長

横
田
留
美
子

係
長

小
杉
山
さ
や
か

係
長

伊
藤
麻
里
子

北
こ
ど
も
園

園
長

徳
原
久
美
子

御
前
崎
こ
ど
も
園

園
長

富
田
美
佐
子

副
園
長

髙
塚
尚
子

教
育
委
員
会

部
長

長
尾
詔
司

教
育
総
務
課

課
長

髙
田
和
幸

課
長
補
佐

河
原
﨑
聡
信

係
長

川
村
美
穂

係
長

坂
本
浩
長

学
校
教
育
課

課
長

鈴
木
秀
和

課
長
補
佐
兼
係
長

伊
村
裕
美
子

山口 紗世 水野なな子太田 貴喜安竹　崚 佐野 哲史今井 洋介松井 美憲

管
理
課

管
理
課

市
民
課

市
民
課

企
画
政
策
課

企
画
政
策
課

財
政
課

財
政
課

税
務
課

税
務
課

こ
ど
も
未
来
課

こ
ど
も
未
来
課

健
康
づ
く
り
課

健
康
づ
く
り
課

吉野 留維 木村 栞鈴木 大貴藪田 雄也 鈴木 綾乃松井 沙衣仁科 祐人

病
院
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

病
院
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

図
書
館

図
書
館

さ
く
ら
こ
ど
も
園

さ
く
ら
こ
ど
も
園

御
前
崎
こ
ど
も
園

御
前
崎
こ
ど
も
園

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

新
規
採
用
職
員

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）

消
防
士（
初
任
科
入
校
）
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ウインドサーフィンのアマチュアツアースペシャル
クラスで年間総合優勝を果たした生駒篤樹さん（広沢
区）が、栁澤市長に喜びを報告しました。４月からプロ
として大会に参加できる資格を得た生駒さんは「公認
プロとして人に感動を与えられるような選手になりた
い」と抱負を語りました。

生駒さんが４月からプロに

◀年間総合優勝の喜びを語る

3/16

山精水産の商品「しらすチップス」が、第30回全国
水産加工品総合品質審査会で最高賞の次点に当たる水
産庁長官賞を受賞しました。前年度も全国蒲

かま
鉾
ぼこ
品評会

で同社のだて巻きが最高賞を受賞。全国品評会での相
次ぐ快挙に、取締役の清水一

かず
秀
ほ
さんは「地の物を使っ

ていることが評価された」と喜びました。

しらすチップス全国長官賞

◀２年連続の受賞を喜ぶ清水さん

2/25

市と航空自衛隊御前崎分屯基地が、分屯基地周辺で
火災が発生した場合に連携して消火活動するための協
定を交わしました。基地周辺で火災が発生した場合、
場所によっては消防署より早く到着できることが期待
されます。分屯基地司令の松本安弘さんは「市民との
信頼関係を強固なものにしたい」と話しました。

市と分屯基地が協定を結ぶ

◀調印した協定書を持つ栁澤市長と松本司令 ◀真剣なまなざしでメロンの外観を観る審査員

2/21

県温室農業協同組合静南支所が、冬作メロンの品評
会を同組合静南支所で開きました。品評会では、取引
市場担当者などが審査員となり、出展された30点の
メロンの外観や食味などを審査。山下智久支所長は「暖
冬の影響で育成に苦労したが、温室農家の努力によっ
て今年も良いものができた」と話しました。

藤原章雄さんがグランプリ

市動物保護協会が正福寺で飼い犬の慰霊祭を執り行
いました。愛犬家ら16人が参列し、市内で亡くなっ
たペットの冥福を祈りました。
併せて、毎年狂犬病の予防注射を受けるなど、他の
模範となる飼い主として認定された15人が同協会か
ら表彰されました。

愛犬の安らかな眠りを祈る 3/3

４月１日から市内の公民館が地区センター化される
ことに伴い、比木地区では他の地区に先駆けて運営協
議会の設立総会を開きました。新年度、運営協議会長
となる岡村勝さんは「前年から準備を進めてきてはい
るが、手探りの部分もあると思う。地区の助けや協力
をもって運営していきたい」と話しました。

比木地区が運営協議会設立

◀地区班長や役員など43人が出席した

3/22

浜岡砂丘白砂公園で、浜岡砂丘さくら祭りが開催さ
れました。同砂丘の入り口にある太平洋自転車道沿い
に開花を待っていた人たちが訪れ、散策や撮影を楽し
みました。昨年に引き続きカワヅザクラのライトアッ
プも実施され、市内をはじめ、県外からも見物客が訪
れました。

カワヅザクラが見頃迎える

◀昼も夜も楽しめた白砂公園のカワヅザクラ

2/22 ～ 3/8

「東海小学生バレーボール連盟新人大会」で準優勝し
た黒潮キッズバレーボールスポーツ少年団が、市役所
を訪れて栁澤市長に結果を報告しました。
浜岡北小学校５年の太田嵐主将（下朝比奈）は「これ
まで以上に１つ１つのプレーを一生懸命がんばってい
きたい」と次の大会での意気込みを話しました。

黒潮キッズ東海大会準優勝

◀賞状とトロフィーを持ってニッコリする選手ら

3/2

◀大切な家族の冥福を祈る

2/17
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こころの健康相談日【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:30 
市役所３階会議室

６か月児健康相談（R1.11月生）
受付8:45～９:10/ 市役所西館３階

2歳6か月児歯科検診（Ｈ29.10月生）
受付12:45～13:10/ 市役所西館３階
障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター２階

こどもの健康相談
受付９:00～10:00/ 市役所西館３階

3歳児健康診査（H29.4月生）
受付12:45～13:10/ 市役所西館３階

２か月児健康相談（Ｒ2.3月生）
受付8:45～９:10/ 市役所西館３階
一日ハローワーク
13:30～15:30/ 研修センター２階

こころの健康相談日【要予約】
☎0537�1121/13:30～16:30 
市役所３階会議室
障がい等地域生活相談室【要予約】
☎0537�1121/9:00～16:00
研修センター２階

榛○
渡辺内科医院（内・小）
牧之原市大沢329-1
☎0548�5232

ひきこもり・不登校相談
13:30～16:00/ 浜岡福祉会館

【予約可】☎0548�5294

榛○
あかほりクリニック（産婦・女内・内・小）
牧之原市片浜873-2
☎0548�5555

榛○
高木内科医院（内・小）
牧之原市静波900
☎0548�0003

榛○
渡辺内科医院（内・小）
牧之原市大沢329-1
☎0548�5232

榛○
堀口外科医院（外・呼・胃・肛・整）
牧之原市大沢617-1
☎0548�5858

榛○
永尾内科循環器科医院（内・循）
御前崎市御前崎54-9
☎0548�6611

２歳児歯科検診（H30.4月生）
受付12:45～13:10/ 市役所西館３階

1歳6か月児健康診査（H30.10月生）
受付12:45～13:10/ 市役所西館３階

1歳児健康相談（H31.4月生）
受付8:45～９:10/ 市役所西館３階
精神保健福祉総合相談【要予約】
☎0537�3263/ 午後の30分間
西部健康福祉センター掛川支所

榛○
しろわクリニック（内・小・外・整・皮）
御前崎市白羽3521-10　
☎0548�3211

すみれ相談（自死遺族の相談）
【要予約】☎054（286）9245
13:00～16:00
静岡県精神保健福祉センター

弁護士相談
13:00～15:00/ 浜岡福祉会館
☎0537�8066
すみれ相談（自死遺族の相談）

【要予約】☎054（286）9245
13:00～16:00
西部健康福祉センター

弁護士司法書士心配ごと相談
☎0548�5294/13:00～15:00
ふれあい福祉センターなごみ
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牧之原市大沢1-29　
☎0548�2222
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5
おまえざき
くらしの
ダイアリー

May 2020
Omaezaki city
Useful Calendar

●高齢者の介護・認知症に
　関する相談と問い合わせ
地域包括支援センターはまおか　☎0537�1167
地域包括支援センターおまえざき　☎0548�6857

●消費生活相談
9：00～17：00
月～金曜日〔祝日を除く〕
商工観光課

●母子手帳の交付　▶市役所西館
毎週火曜日　9：00～11：00
毎週木曜日　13：00～15：00
前日までに要電話予約
詳しくは☎0537�6666まで

平日夜間、日曜・祝日の急患診療
▶小笠掛川急患診療所

☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30
    受付時間 19:00～21：30（平日）
　　　　　  ９:00～16：30
 （日・祝・12/30～1/3）

日曜・祝日の急患診療
▶ 榛○榛原医師会
　診療時間 9：00～17：00（日・祝）
　当番医はカレンダー内に記載

◎日曜・祝日・夜間診療については、
ご連絡の上、受診してください。

休日歯科診療
▶小笠掛川急患診療所
☎0537�1299　掛川市杉谷南１丁目１-30

　受付時間 9：00～11：30（日曜・祝日）

介護保険料　　（第１期）� ４月30日
→コンビニ納付不可

固定資産税　　（第１期）　　６月１日
軽自動車税　　（全　期）　　６月１日

佐倉・比木・朝比奈・新野・御前崎・白羽
港地区の上下水道料　　　　６月１日
池新田・高松の上下水道料　　４月30日

今月の納期
（コンビニで納付できます）

ゴミ収集日 東町・本町 
早苗町 中町・大山 門屋

塩原・合戸 佐　倉 比木・新野 
朝比奈

上岬・下岬 
大山・西側

女岩・広沢 
新谷・薄原

中原・白羽 
白浜・新神子

可 燃 物 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
金 物 5 19 12 1 15 13 20 6
ガ ラ ス 12 5 19 8 1 20 6 13
ペ ッ ト ボ ト ル 19 12 5 15 8 6 13 20

ビニール・
プラスチック類

プラマーク
あ　 り 金曜日（第２を除く） 水曜日（第２を除く） 月曜日（第２を除く）
プラマーク
な 　し 8 8 8 13 13 11 11 11

陶 磁 器 26 26 26 22 22 27 27 27
※発行日時点で実施が未決定のものは掲載していません
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照　会　教育総務課　☎０５３７�８７３３

Our Future
夢と希望が輝く中学校へ

※「キラリを再発見」はしばらくの間お休みさせていただきます

照　会　こども未来課母子保健係　☎０５３７�６６６６

御
前
崎
市
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
③

　
　
　
～
放
射
線
防
護
施
設
～

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
の

中
に
は
、
避
難
所
な
ど
へ
の
移
動

中
に
肉
体
・
精
神
的
疲
労
に
よ
り

亡
く
な
ら
れ
た
人（
震
災
関
連
死
）

が
い
ま
す
。
福
島
県
で
の
震
災
関

連
死
者
数
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
８
年
間
で
２
２
０
０
人
以
上
に

達
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
計
画
で
は
、
こ
の
教
訓
を

生
か
し
、原
子
力
災
害
発
生
時
に
、

即
時
に
避
難
す
る
こ
と
で
健
康
リ

ス
ク
が
高
ま
る
人
は
、
家
族
も
し

く
は
避
難
支
援
関
係
者
と
と
も
に

「
放
射
線
防
護
対
策
工
事
が
完
了

し
た
施
設
（
以
下
、
放
射
線
防
護

施
設
）」
へ
一
時
的
に
避
難
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設

は
、
放
射
性
被
ば
く
を
防
ぐ
た
め

に
、
放
射
線
や
放
射
性
物
質
が
屋

内
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
対
策

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
16
カ
所
に
放
射
線

防
護
施
設
の
整
備
が
完
了
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
施
設
の
開

設
や
開
設
後
の
運
営
、
要
配
慮
者

を
移
送
す
る
た
め
の
車
両
・
要
員

の
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

関
係
機
関
と
連
携
し
て
訓
練
や
検

討
を
重
ね
、
市
民
の
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。

vol. ８　職員室

浜岡中学校の新校舎図鑑

　今回は、職員室を紹介します。
　校舎北東の角に配置する職員室からは、
正門から登校する生徒や東側通用口から自
転車で登校する生徒を見守ることができ、
グラウンドや駐輪場などの状況も把握する
ことができます。また、廊下側の壁をガラ
ス張りとすることで、どこからでも室内の
様子が分かり、生徒が入りやすくなる作り
にしています。明るく開放的な空間と先生
の執務スペースを仕切る長いカウンターを
設けることで、気軽に生徒が職員室に入室
できるとともに、先生が重要な書類や資料
を管理しやすくなる環境を整えています。
先生の執務スペースはフリーアドレス制を
採用し、大きなテーブルで自由に仕事をす
ることで、学年ごと、教科ごとの打ち合わ
せや作業がしやすくなっています。
　次回は、中庭について紹介します。

N
藤井紗希▶

佐藤工業㈱・建築担当

がん検診を申し込みましょう

　起床時の体は、エネルギー不足で体温が低い状
態です。朝食を食べないと、ぼーっとしてけがを
したり、イライラしたりして元気に遊ぶことがで
きなくなることがあります。朝食を食べることで
体温が上がり、眠っていた脳や身体にスイッチが
入ります。
　大人より１回の食事量が少ない子どもにとって
は、どの食事も大切な栄養源となります。
●早寝・早起きをしよう
　朝ギリギリまで寝ていると食欲が出ません。朝
食の30分前には起こしてあげましょう。お子さ
んが眠っていても、カーテンを開けたり電気をつ
けたりして部屋を明るくして起こしましょう。始
めて数日間はグズグズするかもしれませんが、朝
早く起きることで夜も早く寝ることができるよう
になります。

　昼寝の時間は、夕方の時間を避けることや長時
間の睡眠にならないように注意しましょう。
●朝食におすすめの食材

「ごはん」
　脳を動かすエネルギー源であるブドウ糖がとれる

「卵・大豆・魚」
　体温を上昇させてくれる　

「野菜・果物」
　不足しがちなビタミンやミネラルがとれる

～組み合わせの仕方～
ごはん + 目玉焼き or 納豆 or しらす + 野菜入
り味噌汁（前日の残りでも可）+ 果物

　大人も子どもも朝食をしっかり食べて、家族み
んなで１日を元気に過ごしましょう。

こんなときどうする？こんなときどうする？

朝食は１日のスタートです

あなたが受けるべきがん検診が分かります。対象年齢になったら積極的に受
診しましょう。（国が推奨している検診や市が助成している検診です）

照　会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

◆令和２年４月１日時点の年齢です。
◆持病がある人や受診中の人は、主治医に確認してからお申し込みください。
※詳細や金額については広報おまえざき５月号に掲載する予定です。

検診早見表 38～39歳

40歳以上

38～39歳

20～37歳
の偶数年齢

50歳以上

40～49歳

胃がん・肝炎ウイルス（39歳のみ）

胃がん・肺がん・大腸がん
肝炎ウイルス（未実施者のみ）

乳がん（偶数年齢のみ）
子宮頸（けい）がん（偶数年齢のみ）

胃がん・肝炎ウイルス（39歳のみ）
乳がん（偶数年齢のみ）

子宮頸（けい）がん（偶数年齢のみ）

乳がん・子宮頸（けい）がん

胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん
肝炎ウイルス（未実施者のみ）

胃がん・肺がん・大腸がん
肝炎ウイルス（未実施者のみ）

男性

女性

御
前
崎
市
民
全
員
が
対
象

▲比木地区センターのエアシェルター ▲市役所西館の空気浄化ユニット
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★

政
治
に
市
民
の
思
い
を
つ
な
ぐ

平
成
16
年
か
ら
選
挙
管
理
委
員

会（
以
下
、「
選
管
」と
い
う
）の
委

員
長
を
務
め
て
き
た
平
野
豊
さ

ん
。
今
年
6
月
に
4
期
目
の
任
期

満
了
を
迎
え
る
。
平
野
さ
ん
は
、

豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見
を

も
っ
て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献

し
て
き
た
こ
と
か
ら
令
和
元
年
11

月
７
日
、
市
か
ら「
御
前
崎
市
表

彰 

地
方
自
治
功
労
」
を
受
け
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
は
、
総
務

大
臣
か
ら「
国
民
参
政
１
２
５
周

年
・
普
通
選
挙
90
周
年
・
婦
人
参

政
70
周
年
記
念
表
彰
受
賞
者
」
と

し
て
感
謝
状
も
受
け
て
い
る
。「
選

管
を
務
め
た
こ
と
で
、
よ
り
選
挙

を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
選
挙
は
民
主
主
義
の
根
幹

で
あ
り
、
原
点
。
そ
し
て
、
選
管

に
は
、
市
民
の
思
い
を
政
治
に
つ

な
ぐ
役
目
が
あ
り
ま
す
」と
語
る
。

選
管
を
引
き
受
け
た
き
っ
か
け

「
選
管
の
話
が
あ
っ
た
の
は
、

御
前
崎
市
が
合
併
し
た
平
成
16
年

の
こ
と
。当
時
の
御
前
崎
市
長
が
、

頼
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
自
宅

ま
で
来
て
く
れ
た
ん
で
す
。
こ
れ

ま
で
教
育
に
関
す
る
活
動
が
主

だ
っ
た
の
で
、
は
じ
め
は
教
育
長

へ
の
誘
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
話

を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
よ
。
選
管

は
初
め
て
で
す
か
ら
ね
。
だ
か
ら

嫌
々
引
き
受
け
ま
し
た
」と
笑
う
。

こ
の
16
年
間
、
公
正
で
明
る
い

選
挙
を
と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で

き
た
と
い
う
平
野
さ
ん
。
数
多

く
の
選
挙
を
管
理
し
て
き
た
が
、

困
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た

と
振
り
返
る
。「
投
票
用
紙
を
紛
失

し
た
り
、
選
挙
ポ
ス
タ
ー
が
破
か

れ
た
り
す
る
な
ど
、
選
挙
に
影
響

す
る
よ
う
な
問
題
が
一
度
も
起
き

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
市
の
職
員

や
立
会
人
、
そ
し
て
市
民
の
協
力

の
お
か
げ
で
す
」

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

４
月
12
日
に
は「
市
長
・
市
議

会
議
員
選
挙
」
が
控
え
て
い
る
。

平
野
さ
ん
は「
自
分
自
身
や
身
近

な
人
の
た
め
に
も
一
票
を
投
じ
て

ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
る
。
一
方
、

大
切
な
選
挙
だ
か
ら
こ
そ
ミ
ス
は

許
さ
れ
な
い
。「
選
挙
は
、１
０
０

点
が
当
た
り
前
で
99
点
で
も
だ

め
。
公
正
に
、
ク
リ
ー
ン
に
選
挙

を
管
理
し
ま
す
」と
意
気
込
む
。

「
市
民
全
体
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
す
平
野
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
た
め
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
の
た
め
に
行
動
し
続
け

る
だ
ろ
う
。

ひらの　ゆたか（東町・80）ひらの　ゆたか（東町・80）
選挙管理委員長として、これまでに衆院選５回、参院選６回、最高裁判所裁判選挙管理委員長として、これまでに衆院選５回、参院選６回、最高裁判所裁判
官国民審査５回、県知事選４回、県議員選４回、市長・市議選３回、住民投票官国民審査５回、県知事選４回、県議員選４回、市長・市議選３回、住民投票
１回の選挙を執り行った。１回の選挙を執り行った。
幼稚園長、小・中・高等学校で校長を歴任。幼稚園長、小・中・高等学校で校長を歴任。
※選挙管理委員会とは、公正な選挙を執り行うために都道府県や市町村※選挙管理委員会とは、公正な選挙を執り行うために都道府県や市町村
　に設置されている首長から独立した合議制の執行機関。任期は4年間。　に設置されている首長から独立した合議制の執行機関。任期は4年間。

平平ひ

ら

ひ

ら

野野のの  

豊豊ゆ
た
か

ゆ
た
か

さ
ん
さ
ん

「
御
前
崎
市
表
彰 

地
方
自
治
功
労
」

町内会役員名簿
町内会名 町内会長 副町内会長 総務委員 建設委員 保健委員 スポーツ委員 交通指導員

池
新
田

東 町 山 田 　 薫 漢 人 隆 弥 宮 城 康 夫 滝 川 　 稔 今 井 道 子 松 下 雅 樹 西原寿弘・村松隆之
本 町 渡 邊 尚 久 宮 本 信 之 岡 村 国 弘 坂 本 隆 幸 山下小夜子 河原﨑　顕 狩野龍一・井上勝敏
早 苗 町 中 山 　 融 藤 田 政 夫 鈴 木 清 司 松 林 良 孝 海野まゆみ 増 田 直 史 小野田 忠・水野精司
中 町 神 谷 真 雄 長 尾 　 豊 松 本 博 美 宮 本 　 弘 宮 本 愛 子 立 石 俊 則 藤本孝行・貝塚好行
大 山 長 尾 佳 和 長 尾 和 佳 河原﨑政司 篠 崎 義 春 松 下 清 美 阿 形 慎 吾 加納一義・藪下和生

高
松

門 屋 島 田 光 男 鈴 木 隆 治 長 嶋 正 和 長 島 勝 美 長 嶋 幸 子 鈴 木 成 和 増田光男・德本明久
塩 原 ◇揚 張 旨 彦 酒 井 好 徳 澤 島 敦 雄 八 木 一 仁 鈴 木 安 子 野ヶ本一臣 酒井慶成・吉野　卓
合 戸 増 田 良 典 小 田 靖 弘 森 下 庄 治 匂 坂 憲 治 後 藤 孝 子 鈴 木 拓 弥 増田尚士・杉山智也

佐
倉

佐倉一区 伊藤裕一郎 遠 藤 文 秋 市 原 　 司 植 田 晃 弘 秋野まり子 水 野 恵 造 塚本洋資・西原　晃
佐倉二区 廣 畑 良 郎 榑 林 弘 行 鴨 川 　 薫 清 水 康 之 河 合 令 子 穴 見 寿 朗 河合繁康・竹内優騎
佐倉三区 ◇清 水 芳 治 水 野 清 志 山 本 清 美 加 藤 智 弘 笹 原 由 子 清 水 富 成 判治裕尚
桜 ケ 池 矢 口 文 利 水 野 久 司 塚 本 正 浩 菅 野 亨 公 鴨 川 久 江 小 川 　 剛 水野逸郎

比
木

比 木 原 植 田 　 豊 岡 村 好 巳 岡 村 好 巳 河原﨑勇三夫 植 田 栄 子 髙 畑 正 一 岡本文雄・榑林和明
上 比 木 ◇岡 村 　 勝 赤 堀 康 治 赤 堀 康 治 片 山 　 諭 須 藤 妙 子 植 田 好 己 橋本浩一
下 比 木 植 田 茂 範 櫻 井 敏 裕 櫻 井 敏 裕 繁 田 　 昇 岡村亜都美 岡 村 　 誠 櫻井純二

朝
比
奈

朝比奈原 ○増 田 　 敏 増 田 年 宏 河原﨑一彦 河原﨑晃久 河原﨑美智子 河原﨑　茂 河原﨑眞実・中嶋文義
上朝比奈 鳥 羽 政 次 鳥 羽 俊 郎 白 旗 一 男 原 田 　 勉 河原﨑敦子 水 野 繁 伸 河原崎佳広
下朝比奈 良 知 　 卓 増 田 正 彦 鈴 木 澄 夫 鈴 木 寿 弥 篠 原 貴 子 鈴 木 正 祥 田川　勝

新
野

新 野 西 山 本 英 夫 山 本 　 明 渥 美 典 彦 齊 藤 勇 二 増 田 満 夜 沖 　 貴 正 坂野美晴・匂坂　正
新 野 東 川 島 一 芳 鈴 木 安 春 渥 美 　 実 齋 藤 正 人 平 井 雅 子 佐 藤 剛 行 鈴木正人
新 野 南 ◇杉 本 謙 二 若 宮 貞 好 河原﨑兆伸 西 森 尚 則 杉 浦 明 美 近 藤 博 昭 川村澄雄

御
前
崎

上 岬 区 松 林 勝 廣 松 井 義 典 松 林 伸 英 塚 本 　 修 澤 入 美 保 髙 塚 和 行 吉村一康
下 岬 区 吉 村 康 之 吉 村 一 弘 磐 本 正 幸 増 田 利 夫 吉村さおり 松 井 卓 己 服部一吉
大 山 区 ◎尾 藤 康 廣 伊 村 勝 美 澤入日出実 伊 村 幸 久 澤 入 京 子 塚 本 一 哉 森田厚美・澤入辰雄
西 側 区 笹野井静夫 澤 入 道 夫 増 田 政 己 植 田 吉 樹 松 林 晶 子 大 澤 洋 輔 川口與志雄・坂部政張
女 岩 区 松 尾 春 樹 松 林 篤 生 小野田久巳 古 川 一 博 岩 倉 直 美 川 口 昌 樹 大澤俊郎・川口勝美
広 沢 区 横山幹一郎 伊 藤 祐 一 藪 田 　 登 伊 藤 吉 春 淺 原 裕 子 川 口 将 人 横山弘行

白
羽

新 谷 区 ○山 本 恒 己 髙 塚 裕 己 杉 浦 弘 幸 松 井 　 豊 髙 塚 裕 子 髙 塚 正 弥 増田　進・髙塚辰男
水谷昭夫

薄 原 区 小 林 　 満 竹 中 道 彦 横 山 　 勲 竹 中 直 行 鈴木由里子 増 田 　 剛 松井直好・大石裕久
中 原 区 増 田 雅 巳 増 田 政 弘 増 田 裕 彦 出 野 浩 史 髙 塚 美 幸 川 口 佳 通 増田喜則
白 羽 区 飯 野 和 己 植 田 　 繁 大 川 修 弘 植 田 　 進 五町摩理子 増 田 直 記 土屋敏彦・八木義美
白 浜 区 増田恒次郎 山 本 俊 三 加 藤 正 登 増 田 由 己 山 田 　 恵 藤 原 達 規 高井　務
新神子区 齋 藤 道 雄 齋 藤 雅 己 栗 林 尚 史 加 藤 雅 昭 加藤万希子 松 井 典 靖 鈴木光芳

※町内会長の◎印は連合会長、○印は連合副会長、◇印は地区総代

●役員の主な仕事内容
町 内 会 長： 自治会の代表者 保 健 委 員： 地域の健康づくり事業の推進
副 町 内 会 長： 町内会長のサポート ス ポ ー ツ 委 員： スポーツの推進と振興
総 務 委 員： 環境美化の推進 交 通 指 導 員： 交通安全の推進と指導
建 設 委 員： 土木全般のとりまとめ

令和２年度町内会役員一覧
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扶
助
費
の
申
請
は 

 
 

５
月
１
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で

　

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
以
下
の
要
件
に
該
当
す
る

人
を
対
象
に
、
扶
助
費
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

①�

障
害
者
手
帳（
身
体
１
級
～
２
級
、

療
育
、
精
神
１
級
～
２
級
）
の
い
ず

れ
か
を
持
つ
人（
世
帯
合
計
所
得
額

６
０
０
万
円
以
下
）

②�

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
で
、

収
入
総
額
１
５
０
万
円
以
下
の
人

（
収
入
総
額
に
は
、
遺
族
年
金
や
障

害
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
を
含
む
）

③�

義
務
教
育
修
了
前
の
交
通
・
労
務
災

害
遺
児
を
扶
養
し
て
い
る
人（
世
帯
合

計
所
得
額
５
０
０
万
円
以
下
の
人
）

④�

介
護
度
３
以
上
ま
た
は
身
体
１
級
の

ね
た
き
り
者
を
６
カ
月
以
上
、
常
に

家
庭
で
付
添
い
介
護
し
て
い
る
人

⑤�

介
護
度
３
以
上
の
認
知
症
の
人
を
６

カ
月
以
上
、
常
に
家
庭
で
付
き
添
い

介
護
し
て
い
る
人

※�

④
と
⑤
は
、
期
間
外
で
も
申
請
を
す

る
こ
と
が
可
能
で
す（
申
請
月
か
ら

月
割
の
支
給
）。

支
給
金
額

　
①
～
③　
年
額
１
万
５
千
円

　
④
～
⑤　
年
額
６
万
円

　
（
９
月
と
３
月
に
分
割
支
給
）

申
請
方
法

　
申
請
書
は
、
地
区
担
当
の
民
生
委
員

を
通
し
て
福
祉
課
に
提
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

申
請
後
に
審
査
が
あ
り
ま
す
。
必
ず

支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

照　
会　
福
祉
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
１

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
費
用

を
助
成
し
ま
す

　
御
前
崎
市
国
民
健
康
保
険
に
１
年
間

以
上
加
入
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
人

間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
に
掛
か
る
費
用

を
助
成
し
ま
す
。
事
前
の
申
請
が
必
要

で
す
。

　
対
象
条
件
や
指
定
医
療
機
関
な
ど
は

照
会
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

照　
会　
市
民
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
７
１

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と  

同
委
員
協
力
員
が
決
定

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員

氏　
名　
大
澤
達
夫

担
当
地
区　
西
側
区

※�

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

担
当
地
区
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

困
っ
て
い
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
、

福
祉
に
関
す
る
相
談
や
援
助
、
見
守

り
活
動
な
ど
を
し
ま
す
。
ま
た
、
関

係
行
政
機
関
と
の「
橋
渡
し
役
」も
担

い
ま
す
。
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を

兼
ね
て
い
ま
す
。

◆ 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
力
員（
ペ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
）

氏　
名　
澤
入
敏
実
、
澤
入
京
子

担
当
地
区　
大
山
区

※�

静
岡
県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
担
当
地
区
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
補
佐
し
、
委

員
へ
の
情
報
提
供
や
高
齢
者
等
の
見

守
り
活
動
を
行
い
ま
す
。
市
で
は
初

め
て
の
委
嘱
と
な
り
ま
す
。

照　
会　
福
祉
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
１

市
民
公
開
講
座
を  

６
月
６
日
㈯
に
開
催

　
「
も
っ
と
知
ろ
う
！
肝
臓
病
」を
テ
ー

マ
に
、
肝
臓
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
啓
発
す
る
こ
と
で
、
肝
臓
病
予
防

お
よ
び
肝
臓
病
患
者
の
生
活
の
質
の
向

上
を
目
的
と
し
ま
す
。

日 　

時　
６
月
６
日
㈯
10
時
～
12
時

（
開
場
９
時
30
分
）

会 　
場　
掛
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
４
会
議
室

参
加
費　
無
料

内　
容

◆
第
１
部　
市
民
講
座

講
演
１　
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い
て
」

講�　
師　
浜
松
医
科
大
学
医
学
部
附
属

病
院
・
肝
臓
専
門
医

講
演
２　
「
栄
養
に
つ
い
て
」

講�　
師　
浜
松
医
科
大
学
医
学
部
附
属

病
院
・
栄
養
士

◆
第
２
部　
質
疑
応
答

　

事
前
に
質
問
内
容
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

講
演
内
容
に
関
心
の
あ
る

人
、
肝
臓
病
患
者
や
そ
の
家
族
な
ど

１
０
０
人

申 

込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

照 　
会　
浜
松
医
科
大
学
医
学
部
附
属

病
院
・
肝
疾
患
連
携
相
談
室

　
☎
０
５
３（
４
３
５
）２
４
７
６

　
（
受
付
時
間
９
時
～
16
時　
土
日
祝

　
日
を
除
く
）

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21 

 

取
得
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
環
境
経
営
に
関
心
の
あ
る
人
や
環
境

を
改
善
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
方
が

わ
か
ら
な
い
人
な
ど
、
事
業
者
の
皆
さ

ま
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日 　
時　
５
月
14
日
㈭
13
時
30
分（
３

時
間
程
度
）

場 　
所　
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階　
大
研

修
室

講 　
師　
社
団
法
人
静
岡
県
環
境
資
源

協
会
・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
審
査
員

対　
象　
市
内
事
業
者

申
込
期
限　
５
月
８
日
㈮

申
し
込
み
・
照
会　
環
境
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
２

お
知
ら
せ

「
公
民
館
」の
名
称
を 

 

「
地
区
セ
ン
タ
ー
」に
変
更

　
４
月
１
日
か
ら
、
市
内
８
地
区
の
公

民
館
が「
地
区
セ
ン
タ
ー
」へ
変
わ
り
ま

し
た
。

　
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
活
動
や
生

涯
学
習
活
動
な
ど
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る

活
動
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
施
設
で
す
。

　
今
ま
で
の
公
民
館
活
動
を
維
持
し
つ

つ
、
公
民
館「
生
涯
学
習
の
拠
点
」か
ら

地
区
セ
ン
タ
ー「
地
域
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
」
と
し
て
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
一
層
の
加
速
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

照　
会　
企
画
政
策
課　
協
働
推
進
室

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
６
１

市
民
後
見
人
養
成
講
座
を 

５
月
７
日
㈭
に
開
催

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
認
知
症

や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
り

判
断
す
る
こ
と
が
苦
手
な
人
の
生
活
を

同
じ
住
民
の
立
場
で
寄
り
添
い
、
き
め

細
か
く
支
援
を
す
る「
市
民
後
見
人
」の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
研
修
の
開
催
に
あ
た
り
、
市
民
後
見

人
の
役
割
や
養
成
研
修
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
説
明
会
へ
の
参
加
は
、
養
成
研

修
受
講
要
件
の
１
つ
と
な
る
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
参
加

を
希
望
す
る
人
は
照
会
先
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　
５
月
７
日
㈭

　
①
10
時
～
12
時　
②
14
時
～
16
時

会　
場　
研
修
セ
ン
タ
ー

対 

象
者　
市
民
後
見
人
の
活
動
に
関
心

が
あ
り
、
養
成
講
座
を
受
講
す
る
意

思
の
あ
る
人

申
し
込
み
・
照
会　
高
齢
者
支
援
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
１
８

４
年
制
大
学
へ
の
進
学
を 

希
望
す
る
奨
学
生
を
募
集

　
御
前
崎
市
に
在
住
し
、
令
和
３
年
４

月
に
大
学
進
学（
短
期
大
学
・
海
外
の
大

学
を
除
く
）を
考
え
て
い
る
人
で
、
奨
学

金
の
貸
与
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

申 

込
資
格

①�

平
成
29
年
～
令
和
元
年
の
両
親
の
平

均
所
得
が
６
５
０
万
円
以
下

②�

学
業
成
績
の
平
均
値（
５
段
階
評
価
）

が
３・５
以
上

③�

同
居
の
世
帯
員
に
市
税
な
ど
の
未
納

が
な
い

募
集
人
員　
20
人
程
度（
選
考
有
）

奨
学
金　
月
額
５
万
円（
無
利
子
）

申
込
先　
現
在
通
っ
て
い
る
高
校

申
込
期
限　
５
月
22
日
㈮
ま
で

照　
会　
教
育
総
務
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
７
３
３

令
和
３
年
度
採
用
の 

病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
・
募
集
人
数

看
護
師
…
８
人

看
護
助
手
…
１
人

介
護
福
祉
士
…
３
人

言
語
聴
覚
士
…
１
人

受 

験
資
格　
有
資
格
者
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
み
の
人

応 

募
期
間　
５
月
29
日
㈮
17
時
ま
で
に

持
参
ま
た
は
郵
送
必
着

試
験
日　
６
月
７
日
㈰

※�

詳
細
は
、
市
立
御
前
崎
総
合
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
照
会
先
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照　
会　
病
院
管
理
課

　
☎
０
５
３
７
�
８
５
１
１

き
っ
か
け
運
動
教
室
で 

楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

　
テ
ー
マ
は「
腰
痛
予
防
」。
理
学
療
法

士
が
、
家
で
で
き
る
運
動
を
わ
か
り
や

す
く
教
え
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
運
動

し
ま
し
ょ
う
。

開 

催
日　
６
月
３
日
㈬
、６
月
10
日
㈬
、

６
月
17
日
㈬
、６
月
24
日
㈬�

全
４
回

時　
間　
19
時
～
20
時

場 　

所　

市
役
所
西
館
３
階　

健
診

ホ
ー
ル

対 

象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳

以
上
の
人

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
５
月
27
日
㈬
ま
で

申
し
込
み
・
照
会　
高
齢
者
支
援
課

　
☎
０
５
３
７
�
１
１
１
８

夏
休
み
を
利
用
し
て 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験

　
「
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
計
画
」
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
の
機
会
で

す
。
県
内
約
３
０
０
カ
所
の
社
会
福
祉

施
設
や
社
会
教
育
施
設
で
の
活
動
と
な

り
ま
す
。
施
設
で
働
く
人
や
生
活
し
て

い
る
人
た
ち
と
接
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ

う
。８
月
１
日
㈯
～
８
月
30
日
㈰
の
間

に
施
設
か
ら
示
さ
れ
た
日
程
で
活
動
し

ま
す（
原
則
４
日
以
上
）。

　
詳
し
く
は
照
会
先
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対 　
象　
中
学
生
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

申 

込
法
方　
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

照
会
先
へ
郵
送
で
申
し
込
む

申
込
期
限　
６
月
19
日
㈮（
消
印
有
効
）

参
加
費　
１
０
０
０
円（
通
信
費
・
資

　
料
代
な
ど
運
営
費
の
一
部
）

申 

し
込
み
・
照
会　

静
岡
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会　
担
当　
鳥
羽
・
吉
永

　
☎
０
５
４（
２
５
５
）７
３
５
７

５
月
５
日
か
ら
11
日
は

児
童
福
祉
週
間
で
す
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（前月比）

表紙の関連記事

御前崎市水道事業経営戦略御前崎市水道事業経営戦略（2019～2028）（2019～2028）を策定しましたを策定しました
　現在、市の水道事業を取り巻く環境は、厳しさを増しています。その原因として、人口減少社会の到来
や節水意識の向上および節水型家庭用機器の普及などにより料金収入が減少していく傾向にあることや、
耐震化の更新需要が増大しているにも関わらず、施設や管路の老朽化が進んでいることが挙げられます。
　市は、この現状を改善するために具体的な投資・財政計画である「御前崎市水道事業経営戦略」を策定
しました。中長期的な視点から水道経営と施設整備計画の基本方針を定めるとともに、経営の健全化と経
営基盤の強化を図り、将来にわたって安全でおいしい水を安定して供給することが目的です。
※市ホームページから「御前崎市水道事業経営戦略」の全文および概要版をご覧いただけます。

経営状況
　本市の水道料金は、平成16年の合併時に料金設定の低い旧浜岡町の水道料金を採用したことで、市民
の皆さんの負担を軽減してきました。また、給水原価が供給単価を上回る料金となっても料金を改定して
いません。そのため、毎年2億円程度の赤字が出ており、それを一般会計から補てんしている状況です。

今後の課題
　本市では、1990年以降に下水道整備と併せて整備した施設・管路が老朽化しており、更新の時期を迎
えつつあります。老朽化した大量の水道管を更新するためには、多額の費用を要します。
　今後、人口減少などによって料金収入が減少していくため、料金徴収業務の民間委託などにより経費削
減に取り組んでいますが、更新費用を確保することが困難になると予測しています。
　また、水道事業は「水道料金等の経営に伴う収入で経費を賄うこと」とされており、一般会計からの繰
入金に依存した現状の経営は適正な経営とはいえません。このまま経営を続けていくと、一般会計および
水道事業会計を圧迫し、安心安全な水を持続して供給することが困難になってくるため、早急に料金の見
直しを検討する必要があります。

■給水原価（製造コスト）　　　　170.54円／㎥（平成30年度決算値）
■供給単価（販売価格）　　　　　129.31円／㎥（平成30年度決算値）
１㎥の水を供給するのに生じる損失  41.23円
※給水原価：みなさんに水道水をお届けするのに必要な1㎥あたりの費用
　供給単価：みなさんの水道料金1㎥あたりの平均単価

照　会　上下水道課　☎０５３７�１１２７

御前崎市と周辺市の水道料金
　家庭用（13㎜）で、1カ月20㎥使用した場合の水道料金

御前崎市 2,420 円／月 掛川市 3,299 円／月

菊川市 3,645 円／月 牧之原市 3,685 円／月

※令和２年１月末時点

（令和２年３月末日現在の速報値）

桜シーズンが到来。
長い冬も終わり、市内
各地で桜の開花便りが
届きました。
４月３日、高松緑の森公園には開
花を待っていた人たちが訪れ、散策
や写真撮影を楽しむ姿が見受けられ
ました。

広報担当１年目の昨年度は、写真
の撮り方や文章の書き方がわから
ず、右往左往するばかりでした。現
在も継続中ですが…（笑）。そんな中、
取材先で出会う皆さんの笑顔が私を
励まし、力を与えてくれました。今
年度は、皆さんを笑顔にできるよう
な広報誌作りをしていきます。　Ｒ

人　口 32,067 （－135）
男　 16,291 （－53）
女　 15,776 （－82）

世帯数 12,080 （＋17）

照　会　総務課人事給与係　☎０５３７�１１３２

詳
細
情
報
は

こ
ち
ら

大学・短大卒業程度
第一次試験　７月12日㈰
申 込 期 間　５月11日㈪～６月５日㈮
募 集 人 数　３人

幼稚園教諭・保育士

第一次試験　７月29日㈬または７月31日㈮
申 込 期 間　５月11日㈪～６月26日㈮
募 集 人 数　３人
　　　　　　※５年以上職務経験がある人

幼稚園教諭・保育士（職務経験者）

市役所職員　消防職員

大学・短大・高校卒業程度
第一次試験　９月20日㈰
申 込 期 間　７月27日㈪～８月14日㈮
募 集 職 種　一般事務１人

市役所職員（障がいのある方）

大学卒業程度

短大・高校卒業程度
第一次試験　９月20日㈰
申 込 期 間　７月27日㈪～８月14日㈮
募 集 職 種　一般事務１人、消防職員２人

募 集 職 種　
�一般事務５人、土木１人、建築１人、保健師１人 
主任介護支援専門員１人、介護支援専門員１人 
言語聴覚士１人、消防職員１人
第一次試験　７月12日㈰
申 込 期 間　５月11日㈪～６月５日㈮

御前崎市御前崎市
職員採用試験職員採用試験

令和２年度実施令和２年度実施

※申込期間が５月11日㈪からの募集については、

　４月10日㈮から申込書などを配布します。
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普段の食事に

“野菜プラス
1皿”

発
行
／
御
前
崎
市
役
所
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
437-1692静

岡
県
御
前
崎
市
池
新
田
5585　　電

話
／
0537�

1132　　FAX／
0537�

1136
ホームページ／

http://www.city.omaezaki.shizuoka.jp　
メール／

somu@city.omaezaki.shizuoka.jp
2020.4
N

o.192

ま
ち
の
元
気
応
援
マ
ガ
ジ
ン

“御前崎をた
べよう！”

▶１人分=312kcal

材料（１人分） 1ボウルに鶏ひき肉、玉ねぎ、◆を入
れ、粘りが出るまでよく練り、２等
分にする。

2生しいたけは軸を取り除き、かさの
表側に十文字の切れ目を入れる。裏
側に片栗粉を薄くまぶし、1のタネ
をしっかりと詰める。

3鍋に★を入れて火にかける。煮立っ
たら中火にし、2のしいたけの表側
を下にして並べ入れる。８分ほど煮
て裏返し、さらに７～８分煮る。

鶏つくねの裏
打ちしいたけ

４

清
し

水
みず

 颯
はや

人
と

くん３歳（佐倉二区）

鈴
すず

木
き

 智
とも

也
や

くん 1 歳（大山）

かわいい笑顔を募集します。

対 象： ６ 月 生 ま れ の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：5月11日㈪、12日㈫

の２日間、８時15分
～17時

（受け付けは電話のみ
。先着８人）

◆申込先：総務課

  ☎０５３７�１１３２

このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。

山
やま

下
した

 馨
かおる

ちゃん１歳
（中町）

鈴
すず

木
き

 優
ゆ

明
め

花
は

ちゃん２歳
（新神子区）

鈴
すず

木
き

 彩
なな

華
か

ちゃん３歳（本町）増
ます

田
だ

 芽
め

依
い

咲
さ

ちゃん３歳
（中原区）

鈴
すず

木
き

 沙
さ

和
わ

ちゃん３歳（大山） 齋
さい

藤
とう

 颯
り

穏
おん

ちゃん３歳
（白浜区）

鶏ひき肉………………100㌘
玉ねぎ（みじん切）……1/8個
生しいたけ（大）…………２個
◆卵……………………1/2個
◆片栗粉…………大さじ1/2
◆塩こしょう……………少々
片栗粉……………大さじ1/2
★だし汁…………3/4カップ
★しょうゆ………大さじ3/4
★砂糖・みりん…各大さじ1/2


